




要旨

 先天性無痛無汗症の患者が外科的手術を受ける機会は多い。しかし、痛覚障害、自律神

経障害などの症状から麻酔をどのように行うかについては一定の見解はない。本症におけ

る麻酔状況についてアンケート調査を行った。その結果全身麻酔では、低用量でよいが鎮

痛薬が必要であること、厳重な体温管理が要求されること、さらに周術期にわたる適度な

鎮静が要求されることなどが分かった。また今回のアンケート結果からでは抗コリン薬、

筋弛緩薬の使用に問題はなく、著明な自律神経機能異常を呈した症例も見られなかった。


